












Imaginaires métisses―Passages d’Extrême-Orient et d’Occident chez Henry Bauchau




























































































































イエール アエリアン エ ー ル エ ー ル
君の昨日の様子と君の今日の様子は，私に君が漂流しているように思わせる。君は漂流して
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Ａ，Ｂに向かって：今何をしているのですか？
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